
第 10号 八女地区障害者等相談支援センター「リーベル」        平成 21年 1月 27日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

           「やさしい八女市
や め し

」「安全
あんぜん

安心
あんしん

な八女市
や め し

」を目指して
め ざ   

。 

           皆様
みなさま

明けまして
あ      

おめでとうございます。 

           私
わたくし

は、昨年
さくねん

の市長
しちょう

選挙
せんきょ

におきまして、多く
おお  

の皆様
みなさま

のご支援
  しえん

をいただき、 

          当選
とうせん

の栄
えい

に浴する
よく    

ことができました。これもひとえに皆様方
みなさまがた

の力強い
ちからづよ  

ご 

          支援
し え ん

と温かい
あたた    

ご厚情
  こうじょう

の 賜
たまもの

と、心から
こころ   

お礼
  れい

申し上げます
もう   あ       

。 

           まずは、２町
  ちょう

２村
  そん

との合併
がっぺい

を円滑
えんかつ

に行い
おこな  

、新
しん

「八女市
や め し

」の実現
じつげん

に最善
さいぜん

 

          の努力
どりょく

を傾注
けいちゅう

して参ります
ま い     

ので、今後
こ ん ご

ともどうぞよろしくお願い
 ね が  

いたし

ます。 

 さて、この八女
や め

地区
ち く

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

相談
そうだん

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

「リーベル
り ー べ る

」も開設
かいせつ

して、3年目
ね ん め

を迎えて
むか    

い

ると伺って
うかが   

おります。あらゆるしょうがい者
しゃ

の方
かた

とそのご家族
  かぞく

の方
かた

が、ご利用
  りよう

されているとのこ

とでございまして、本当
ほんとう

に心強く
こころづよ  

思って
おも    

おります。 

 障害者
しょうがいしゃ

自立
じ り つ

支援法
しえんほう

が、大変
たいへん

厳しい
きび    

ところがあるということは、県
けん

議会
ぎ か い

議員
ぎ い ん

の時
とき

から承知
しょうち

して

いるところですが、この「リーベル
り ー べ る

」が発展
はってん

していくことで、八女
や め

地区
ち く

のしょうがい者
しゃ

福祉
ふ く し

が、

更に
さら  

充実
じゅうじつ

されると確信
かくしん

しているところでございます。 

 私
わたくし

も基本
き ほ ん

目標
もくひょう

として「やさしい八女市
や め し

」「安全
あんぜん

安心
あんしん

な八女市
や め し

」「明るい
あか    

市
し

役所づくり
やくしょ       

」を

目指し
め ざ  

ております。どうか、「リーベル
り ー べ る

」が、「やさしい八女市
や め し

」づくり、「安全
あんぜん

安心
あんしん

な八女市
や め し

」

づくりの一助
いちじょ

となりますように、そして多く
おお  

のしょうがい者
しゃ

の皆様
みなさま

の支え
ささ  

となることを心
こころ

から

ご祈念
  きねん

申し上げます
もう    あ        

。 

 新しい
あたら   

年
とし

が皆様方
みなさまがた

にとりまして、幸 せ
しあわ   

な年
とし

でありますよう心から
こころ    

お祈り
 い の  

申し上げ
もう  あ  

まして、

あいさつといたします。 

                             八女
や め

市長
しちょう

  三田村
み た む ら

 統之
つねゆき

 

発行責任者：八女地区障害者等相談支援センター「リーベル」 

住所：八女市本村 425-9 

電話：身体しょうがい・知的しょうがい・しょうがい児 0943-22-2610 

精神しょうがい 0943-22-2630 

 



福祉の視点から 
 今回は、しょうがいのある児童・成人の療育・訓練機関である、こぐま福祉会「こぐま学園」(小郡市) 理

事長 大熊猛 氏にご寄稿いただきました。現在、八女市上陽町に地域開放型の施設「みんなの館」の運営に

もご尽力されており、「リーベル」に相談に来られた方も利用しています。(写真下:「みんなの館」一部) 

 

  「地域
ち い き

支援
し え ん

」の課題
か だ い

（取り
と  

戻そう
もど    

福祉
ふ く し

の心
こころ

） 

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

 こぐま福祉会
ふくしかい

 

理事長
りじちょう

  大
おお

 熊
くま

  猛
たけし

 

 

 新年
しんねん

を迎えた
むか    

とは言え
い  

、世界中
せかいじゅう

が大変
たいへん

な時代
じ だ い

になりました。ここ２・３年
      ねん

のことではすまない。

大きな
おお    

時代
じ だ い

の変革
へんかく

のスタート
す た ー と

と考える
かんが   

べきだと思います
お も     

。 

 日本
に ほ ん

では、「社会
しゃかい

福祉法
ふくしほう

」をはじめ「障害者
しょうがいしゃ

自立
じ り つ

支援法
しえんほう

」などの整備
せ い び

が始まり
はじ    

、遅れ
お く  

ながらも、

「これから」という時
とき

にまたしても不利
ふ り

な条件
じょうけん

・要因
よういん

が出て
で  

きました。世界
せ か い

経済
けいざい

の「大不況
だいふきょう

」

は、人々
ひとびと

の経済
けいざい

社会
しゃかい

が変わる
か   

だけでなく、考え方
かんが かた

も、価値観
か ち か ん

も精神
せいしん

状態
じょうたい

も大きく
お お   

変化
へ ん か

すること

になるでしょう。そうした社会
しゃかい

は「しょうがい」を持つ
も  

人
ひと

達
たち

にはますます「生き
い  

にくい」社会
しゃかい

に

なることは容易
よ う い

に予測
よ そ く

できます。だから今
いま

、ますます地域
ち い き

がみんなで支援
し え ん

することが大切
たいせつ

になる

と思います
お も     

。 

 日本
に ほ ん

には昔
むかし

からそれぞれの地域
ち い き

にすてきな「福祉
ふ く し

のこころ」がありました。先ず
ま  

親
おや

を大切
たいせつ

に

し、兄弟
きょうだい

・親戚
しんせき

がしっかりとした「氏
うじ

」を守り
まも  

、集落
しゅうらく

では互いに
たが    

助け合い
た  あ  

、米
こめ

や味噌
み そ

・しょう

ゆの貸し借り
か  か  

も日常
にちじょう

茶飯事
さ は ん じ

、また集落
しゅうらく

の政事
まつりごと

や個々
こ こ

の家庭
か て い

の事
こと

でも当たり前
あ    まえ

に助け合い
たす   あ   

、

協働
きょうどう

の生活
せいかつ

が地域
ち い き

を形成
けいせい

していたことは、多く
お お  

の人
ひと

が知って
し   

いるはずです。それがいつの間
ま

に

か殺伐
さつばつ

とした社会
しゃかい

になってしまい、親
おや

の老後
ろ う ご

の面倒
めんどう

を見ない
み   

し、わが子
  こ

ですら虐待
ぎゃくたい

や子
こ

育て
そだ  

の

放棄
ほ う き

。その上
うえ

、母子
ぼ し

家庭
か て い

や父子
ふ し

家庭
か て い

は年々
ねんねん

増加
ぞ う か

傾向
けいこう

にある。また、この年末
ねんまつ

からの労働者
ろうどうしゃ

の解雇
か い こ

や住居
じゅうきょ

、そしてホームレス
ほ ー む れ す

の問題
もんだい

など、今
いま

や日本
に ほ ん

には昔
むかし

のコミュニティー
こ み ゅ に て ぃ ー

は全く
まった  

ありません。

この先日本
さきにほん

はどうなるのでしょう。 

 この現状
げんじょう

は、高齢者
こうれいしゃ

・子ども
こ   

・しょうがい者
しゃ

だけでなく、一般
いっぱん

生活者
せいかつしゃ

にとっても不自由
ふ じ ゆ う

な時代
じ だ い

となりました。急ぎ
いそ  

、何
なん

とかしなくてはなりません。制度
せ い ど

や施設作り
しせつづく  

と同時
ど う じ

に、生活者
せいかつしゃ

の「ここ

ろ」（精神
せいしん

）を育てる
そだ    

ことと思います
お も     

。人
ひと

と人
ひと

とのつながり、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

のあり方
   かた

だと

思
おも

います。自分
じ ぶ ん

のことだけ。また、全て
すべ  

をお金
 か ね

で解決
かいけつ

しようとする習慣
しゅうかん

。感謝
かんしゃ

の気持ち
き も  

や、社会人
しゃかいじん

としての義務
ぎ む

観
かん

などを忘れて
わ す   

しまった現代人
げんだいじん

の生活
せいかつ

観
かん

。これは、子ども
こ   

の時
とき

からの教育
きょういく

や生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

のあり方
   かた

、人間
にんげん

関係作り
かんけいづく  

などを教える
おし    

ことしかないと考えます
かんが     

。日本
に ほ ん

古来
こ ら い

のすばらしい

文化
ぶ ん か

・伝統
でんとう

を今一度
いまいちど

思い起こし
おも  お     

、みんなで急ぎ
い そ  

取り戻す
と  も ど  

努力
どりょく

をしましょう。 

  

お忙しい中、原稿依頼を快くお引き受けいただいた、こぐま福祉会 理事長 大熊猛氏に感謝申し上げます。 

 



   
 八女市社会福祉協議会が主催される「暮らしと福祉の講座」（4 回シリーズ）において、計 2 回リーベルス

タッフが登壇し、お話をする機会をいただきました。会場には、福祉に携わる方はもちろん、地域の方、そし

て民生委員の方が参加され、熱心に耳を傾けていただきました。年齢や障害の有無に関わらず、誰もが住みよ

い地域にするためのヒントがそれぞれの取り組みや助言にあったような気がします。 

☆講座：シリーズ第 2 回目「しょうがい者福祉分野から」 

   

 八女市にある一施設における地域移行への取組みのきっかけは、利用者の意向とそれに何とか応えたいという施設あげての地

道な一歩からでした。施設機能を地域の社会資源として十分に活用するには、まず地域の現状を知ることが大切であることも 

わかりました。障害者自立支援法により地域移行が明確化されましたが、だから地域支援を進めるのではありません。地域での

暮らしとはどんなものか知りたい人、地域生活を希望する人がいて、その声に耳を傾け一緒に考えていく姿勢が当たり前な地域

でありたいと改めて感じます。地域での生活にちょっと疲れたら、いつでも受入れを検討できる施設があってもいい。疲れを癒

して再度、地域での暮らしに戻る。そういうことを実現できる地域が八女なんだといえるように今後も取組んでいきます。 

 助言者として快くご協力いただいた柳沢氏に心よりお礼申し上げます。             リーベル  田島ゆかり                        

☆講座：シリーズ第４回目「まとめ ～つながりと支えあうことのできる地域づくり～」 

  
また、講座第 3 回目では、日頃より「リーベル」と連携をとらせていただき、様々なケースに対応されてい

る八女市男女共同参画・子育て支援課 家庭児童相談員（高倉優子女史）から「児童福祉分野から～八女市の

児童福祉問題に関する現状報告」がありました。親子の問題等では「リーベル」にとって大変心強い味方です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者の地域生活を支える取り組みの報告、精神

障害者の方の地域支援の取り組みについて、シン

ポジウム形式で話がありました。（写真：左） 

○報告：地域活動支援センター「ゆうゆうハイツ」

（リーベル 2 階）の取り組み  主任：野中（写

真：右） 

 

 八女市家庭児童相談員の高倉と申します。私は、子どもと子どもの家庭に於ける様々

な問題で悩んである方の相談を受けています。昔に比べると世の中は、便利で物が豊か

になり、安定している様に思えますが、子どもが育つ環境としては、良い事ばかりでな

く、かえって厳しい状況ではないかと思います。よく言われる少子化や核家族、地域の

人と人とのつながりの希薄さも、子育てに大きな影響を与えている様です。毎日色々な

相談を受ける中で、やはり大切な事は、一人で悩まないこと。誰かを頼ることも、楽し

く子育てをやっていくポイントだと思います。また、今一番深刻な問題とされる「虐待」

ですが、その原因としても、前に述べた事が共通として言えます。 

 周囲の人達の暖かい支援で、虐待を防ぐ事もできます。どうか皆さんも、子どもはみ

んなで育てるという気持ちで見守ってください。 

○報告：「八女市のしょうがい者福祉問題に関する現

状報告」八女市福祉課 参事補佐兼しょうがい者福祉係長 

伊藤 芳浩 氏（写真：左）、「リーベル」 田島ゆかり 

○助言：「しょうがい者の地域生活の移行について」

北九州市障害者地域生活支援センター   

センター長 柳沢 享 氏 （写真：右） 

 



      

 平成
へいせい

20年
ねん

12月
がつ

13日
にち

（土
ど

）に、第 8 回
だい  かい

リーベルネットワーク
り ー べ る ね っ と わ ー く

会議
か い ぎ

を開催
かいさい

しました。今回
こんかい

は、

リーベル
り ー べ る

が日頃
ひ ご ろ

から連携
れんけい

を図って
はか    

いる関係
かんけい

機関
き か ん

から事例
じ れ い

報告
ほうこく

・事業
じぎょう

説明
せつめい

を行い
おこな  

、生活
せいかつ

・教育
きょういく

・

就労
しゅうろう

について考える
かんが   

機会
き か い

となりました。また、この会議
か い ぎ

には、八女
や め

地区
ち く

にある福祉
ふ く し

施設
し せ つ

の代表者
だいひょうしゃ

に出席
しゅっせき

していただいています。そこで、今回
こんかい

、福祉
ふ く し

施設
し せ つ

同士
ど う し

のネットワーク
ね っ と わ ー く

が図れる
はか    

ような部会
ぶ か い

を立ち上げて
た  あ   

はどうか、との提案
ていあん

が行政
ぎょうせい

よりなされ、参加者
さんかしゃ

の方々
かたがた

の賛同
さんどう

を得ました
え   

。早速
さっそく

第
だい

一回目
いっかいめ

の会議
か い ぎ

を予定
よ て い

しています。  

家庭
か て い

ではどうしても生活
せいかつ

できない事情
じじょう

を抱える
か か   

方
かた

たちの生活
せいかつ

基盤
き ば ん

をどう整えて
ととの   

いくのか考え
かんが  

させられます。この部会
ぶ か い

が地域
ち い き

支援
し え ん

を進めて
すす    

いく上
うえ

で、地域
ち い き

の実情
じつじょう

に密着
みっちゃく

したより強固
きょうこ

な

ネットワーク
ね っ と わ ー く

構築
こうちく

への大きな
おお    

一歩
い っ ぽ

になることと期待
き た い

しています。 

     
 

 

 

  

 ★「平成
へいせい

20年度
ね ん ど

 第 2 回
だい   かい

八女
や め

地区
ち く

障害者
しょうがいしゃ

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

」が、2月
がつ

23日
にち

（月
げつ

）に予定
よ て い

されて

います。リーベルネットワーク
り ー べ る ね っ と わ ー く

会議
か い ぎ

で課題
か だ い

となったことの解決
かいけつ

に向け
む  

、さらに協議
きょうぎ

を深め
ふ か  

ます。 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★身体
しんたい

しょうがい担当
たんとう

（野崎
の ざ き

）が、1/21 より「ふ

らっち広場
ひろば

」勤務
きんむ

となりました。後任
こうにん

に、大塚
おおつか

博嗣
ひろし

相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

が対応
たいおう

いたします。 

★
 

児童
じどう

・知的
ちてき

しょうがい担当
たんとう

（上村
うえむら

：旧 姓
きゅうせい

長野
ながの

）

が、産 休
さんきゅう

でしばらくお休み
 や す  

をいただきます。2月
がつ

か

ら牛嶋
うしじま

文子
ふみこ

相談
そうだん

支援
しえん

ワーカー
わ ー か ー

が対応
たいおう

いたします。 

①生活支援分科会：（写真左）八女市地域包括支援センター

（高田女史）、（写真左より 2 枚目）「リーベル」（精神担当：

寺川）より事例報告 

②教育分科会：（写真右は

し）県立筑後養護学校（秋

山教諭）より事例報告 

③就労支援分科会：（写真左）障がい者

自立訓練サポートセンター「わ～よか」

(大竹センター長、中村氏)より事業説明 

編集後記： 

新年あけましておめでとうございます。「顔と顔がわかるネットワーク」づくりという視点から始まったリーベルネット

ワーク会議をはじめ、多くの支援者のお力添えもあり、リーベルも 3 年目を迎えることができました。「リーベルは、一

体何ばしてくれると？」という質問をよく聞く中で、昨年は、民生委員・児童委員の研修会や学校の保護者会によんでい

ただき、リーベル業務の説明を行う機会を得ました。多くの方にリーベルを活用してもらうことで、八女地区の福祉の課

題を探ることができます。その課題を、さらに協議会等で検討していきます。皆さんの声がより暮らしやすい八女地区へ

と「Change!」する第一歩となります。スタッフ一同頑張りますので、本年も、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

テーマ：「地域で支える体制づくりをめざして」 

○講演 「発達障害の早期支援と新しい地域連携」 

 講師：大神英裕 氏(九州大学大学院 名誉教授) 

○パネルディスカッション:「地域で支える体制づくり」 

 日時：2009 年 3 月 7 日（土）13:00 開演 

 場所：クローバープラザ（春日市） 定員：250 名  

参加費：無料 事務局：発達障害者支援センター「あおぞら」 

 ★問い合わせ：発達障害者支援センター「ゆう・もあ」 

            TEL:(0947)46-9506 


